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２０１８年度決算審査などを通して、
市民本位の市政への転換を具体的に提案

今
議
会
の
重
要
議
案
と

し
て
、
こ
の
10
月
か
ら
の

幼
児
教
育
・
保
育
「
無
償

化
」
の
関
連
条
例
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
「
無
償
化
」
は
、

手
放
し
で
喜
べ
な
い
こ
と

が
こ
の
間
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

①
消
費
税

増

税

が

財

源

で

あ

る

こ

と
。

②

「
無
償
化
」
と
い
っ
て
も

限
定
的
で
、
基
本
３
～
５

歳
児
で
、
保
護
者
負
担
の

重
い
０
～
２
歳
児
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
み
で
あ

る
こ
と
。

③
「
無
償
化
」

に
よ
る
保
育
需
要
増
大
へ

の
対
応
も
保
育
士
の
抜
本

的
な
待
遇
改
善
も
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
。

④
国

の
指
導
監
督
基
準
も
満
た

さ
な
い
認
可
外
保
育
施
設

ま
で
期
限
を
設
け
た
と
は

い
え
無
償
化
の
対
象
と
さ

れ
た
こ
と
。

⑤
給
食
費

は
無
償
化
と
な
ら
ず
、
副

食
費
は
新
た
に
実
費
徴
収

さ
れ
る
こ
と
。

な
ど
で

す
。根

本
的
に
は
、
国
の
政

治
を
変
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
指
導
監
督
基
準

も
満
た
さ
な
い
認
可
外
保

育
施
設
の
問
題
や
給
食
費

の
負
担
軽
減
は
、
市
の
独

自
条
例
制
定
に
よ
る
改
善

が
可
能
で
あ
り
、
日
本
共

産
党
は
、
そ
う
し
た
立
場

で
積
極
的
な
論
戦
・
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

最
終
本
会
議
に
は
、
給

食
費
に
つ
い
て
、
月
４
５

０
０
円
の
副
食
費
徴
収
を

無
償
化
す
る
こ
と
、
国
の

指

導

監

督

基

準

も

満

た

さ

な

い

認
可
外
保
育
施
設
は
、
子

ど
も
の
命
・
安
全
を
最
優

先
す
る
立
場
か
ら
期
限
を

設
け
ず
無
償
化
の
対
象
外

と
す
る
こ
と
、
と
い
う
修

正
案
を
提
出
し
、
最
後
ま

で
奮
闘
し
ま
し
た
。
（
修

正
案
は
残
念
な
が
ら
否
決
）
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日本共産党は、2018年度
決算審査において、国保会
計及び介護保険会計につい
ても市民本位のあり方を提
案し、反対をしました。

国保会計においては、20
18年度は、府内統一化が強
行された年であり、そのも
とで様々な矛盾が噴き出し
ていることを指摘。特に深
刻なのが国保料の問題で、
府内統一化で保険料も「統
一料金」が押し付けられる
ため、9.4億円もの黒字を
出しながら、市民に還元＝
保険料引き下げができない
ことです。このままでは黒
字がどんどん貯まっていく
のではないかという指摘に
対して、市は「広域化後の
財政の枠組みの課題の一つ
と分析」と、その問題点を
認めました。統一化に何の
法的強制力もありません。

市は、維新府政の横暴に屈
服してしまうのではなく、
黒字の活用、一般会計から
の繰入復活で、高すぎる国
保料を引き下げるべきです。
介護保険会計も同じ問題

が指摘できます。介護保険
の保険料改定などの計画期
間は3カ年で、2018年度は
第7期介護保険計画がスター
トした年で、7.3％の保険
料引き上げが強行されまし
た。結果、2018年度は3.4
億円の黒字を出し、基金残
高も8.1億円積み上がって
います。第7期最終には、
基金は10億円を超えること
が予測されますが、取りす
ぎた分全額を保険料抑制で
還元しようという発想は、
市にはありません。
また、国保、介護保険と

も一部損壊住宅被災者への
災害減免に冷たく背を向け
たことも問題です。

９
月
市
議
会
は
、
前
年

度
の
予
算
執
行
の
結
果
を

審
議
す
る
「
決
算
議
会
」

で
す
。
日
本
共
産
党
は
、

福
岡
現
市
政
に
な
っ
て
３

年
目
の
決
算
審
査
と
な
る

た
め
、
前
年
度
と
比
較
し

て
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
前
維
新

市
政
と
比
較
し
て
ど
う
で

あ
っ
た
か
、
と
い
う
側
面

か
ら
も
全
面
的
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、

２
０
１
８
年
度
は
、
こ
ど

も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢

拡
大
な
ど
の
個
々
の
前
進

面
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

ら
は
部
分
的
な
施
策
展
開

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
（
左

一
覧
表
参
照
）
。

そ
の
一
方
で
、
安
威
川

ダ
ム
や
彩
都
開
発
、
市
民

会
館
建
替
え
、
阪
急
・
Ｊ

Ｒ
両
駅
前
の
再
開
発
な
ど

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

財
源
づ
く
り
の
た
め
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て

型
の
あ
の
手
こ
の
手
の

「
黒
字
隠
し
」
と
「
貯
め

込
み
」
を
前
維
新
市
政
か

ら
継
承
し
な
が
ら
、
よ
り

深
刻
・
悪
質
な
規
模
と
内

容
で
進
め
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
「
財
政
調
整
基
金
」

を
取
り
崩
し
、
一
見
「
積

極
対
応
」
し
て
い
る
よ
う

に
見
せ
か
け
な
が
ら
「
特

定
目
的
基
金
」
は
年
度
末

補
正
で
多
額
の
追
加
積
立

を
行
い
、
結
果
、
災
害
前

よ
り
３
億
円
を
増
や
し
、

基
金
総
額
は
、
２
１
７
億

円
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
い

る
「
貯
め
込
み
」
や
、
福

岡
市
政
の
３
年
間
は
、
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
中

休
み
」
と
い
う
状
態
で
、

前
維
新
市
政
よ
り
約
20
億

円
も
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関
連
の
支
出
が
減
っ
て
い

る
の
に
、
市
民
の
た
め
に

は
使
わ
ず
、
地
方
交
付
税

の
代
替
財
源
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
の
減
額
で
吸

収
し
て
し
ま
う
と
い
う

「
黒
字
隠
し
」
は
、
そ
の

最
た
る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
異
常

な
「
黒
字
隠
し
」
「
貯
め

込
み
」
を
や
め
、
こ
う
し

た
財
源
は
、
市
民
の
暮
ら

し
・
身
近
な
街
づ
く
り
の

た
め
に
使
え
と
主
張
・
提

案
し
ま
し
た
。

９月市議会

決
算
審
査
ー
前
維
新
市
政
と
の
比
較
も
全
面
的
に
行
い
、

一
般
会
計
・
国
保
会
計
・
介
護
保
険
会
計
に
反
対

幼
児
教
育
・
保
育
「
無
償
化
」
関
連
条
例
案
に
は
、

修
正
案
も
提
出
し
奮
闘

●こども医療費助成対象年齢
拡大（小６→中３）

●「全員給食」の中学校給食
実施に向けた検討・調査

●高齢者運転免許証自主返納
促進（高齢者自主返納者に
６千円相当のICOCAまたはグ
ランドパス65補助）

●「地域医療支援病院」設置
に市補助金創設

●高齢者および重度障害者福
祉タクシー利用料金助成の
拡充（新たに有料老人ホー
ム入所者も対象に）

●障害者差別解消条例の制定
と障害者への「合理的配慮
の提供支援助成金」の創設

●小規模保育事業所等卒園児
の私立幼稚園入園支援補助
金の創設

●小中学校トイレ洋式化推進
（春日小、山手台小、天王
中）

●認知症高齢者グループホー
ム利用負担軽減補助の実施

●障害者グループホーム開設
補助の実施

１８年度における
市民要求を反映し
た事業の主なもの

国保、介護保険会計決算―黒字、基
金も活用し、保険料を引き下げよ



学
校
給
食
パ
ン
の
安
全
性
は
？

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
産
の
輸
入
小
麦
で
作
ら
れ
た
市
販
パ
ン
か
ら
、

発
が
ん
性
の
あ
る
除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
て
い
る
問
題
で
、

茨
木
市
の
学
校
給
食
パ
ン
は
ど
う
な
の
か
確
認
し
ま
し
た
。
小
学
校
給

食
の
主
食
は
、
米
は
８
割
超
が
茨
木
市
産
を
使
用
し
府
学
校
給
食
会
指

定
の
工
場
で
炊
飯
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ン
は
原
料
の
指
定
は
せ
ず
府
学

校
給
食
会
指
定
の
工
場
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
答
弁
で
学
校
給
食
パ
ン

に
は
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
産
の
小
麦
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
18
項
目
の

残
留
農
薬
と
１
種
類
の
カ
ビ
毒
に
つ
い
て
検
査
し
て
い
る
も
の
の
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
輸
入
時
の
検
査
で
基
準
内
と
の
こ
と
。

府
学
校
給
食
会
に
小
麦
の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
国

産
小
麦
の
使
用
を

要
望
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

適
切
な
人
員
確
保
と
民
主
的
運
営
で
公
務
労
働
の
質
の
保
障
を

極
端
な
人
件
費
削
減
・
非
正
規
職
員
へ
の
置
き
換
え
が
、
市
職
員
の

労
働
の
質
の
低
下
と
し
て
看
過
で
き
な
い
事
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ
の
象
徴
と
し
て
、
こ
の
間
発
生
し

た
震
災
対
応
に
お
け
る
小
中
学
校
プ
ー
ル
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
工
事
の
入

札
不
調
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
開
票
事
務
に
お
け
る
計
数
ミ
ス
問
題
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
答
弁
で
は
「
府
下
で
は
（
入
札
）
不
調

の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
」
と
居
直
る
始
末
。
市
民
に
犠
牲
・
迷
惑
を
か
け

よ
う
が
と
に
か
く
予
算
を
け
ち
れ
と
い
う
姿
勢
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

バ
ス
停
の
上
屋
や
ベ
ン
チ
の
設
置
を
進
め
よ

市
は
３
月
改
訂
の
総
合
交
通
戦
略
で
市
内
バ
ス
停
に
上
屋
を
新
規
設

置
可
能
な
箇
所
ゼ
ロ
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
て
「
バ
ス
停
に
上
屋
や
ベ
ン
チ
の
設
置
が
原
則
で
あ
り
、
国
基
準
に

従
っ
て
可
能
性
を
再
調
査
せ
よ
」
と
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
あ
ら
た
め
て

検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
会
議
員

大
嶺
さ
や
か

市
会
議
員

朝
田
み
つ
る
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市
会
議
員

畑
中
た
け
し

電
話
０
９
０
（
２
１
０
５
）
０
６
３
５

電
話
（
６
２
７
）
０
１
７
６

電
話
０
９
０
（
８
４
４
７
）
２
６
１
０

新
し
く
開
通
し
た
新
名

神
高
速
道
路
「
千
提
寺
イ

ン
タ
ー
」
か
ら
既
存
の

「
茨
木
亀
岡
線
」
を
つ
な

ぐ
新
設
道
路
「
大
岩
線
」

は
２
０
１
９
年
秋
に
供
用

開
始
の
予
定
で
し
た
が
、

７
月
末
に
突
如
「
延
期
」

の
連
絡
が
茨
木
市
に
あ
り

ま
し
た
。

党
市
議
団
は
そ
の
原
因

と
理
由
に
つ
い
て
、
専
門

家
の
助
言
も
得
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

大
阪
府
は
４
年
前
（
２
０

１
５
年
）
に
そ
の
事
実
を

知
り
な
が
ら
、
茨
木
市
に

も
全
く
報
告
す
ら
し
て
い

な
い
こ
と
。
茨
木
市
も
報

告
す
ら
求
め
て
い
な
い
こ

と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
原
因
は
地
質
上
の
問

題
で
あ
り
、
専
門
家
の
意

見
で
も
深
刻
な
状
況
で
す
。

今
後
と
も
徹
底
的
な
調
査

と
「
安
全
第
一
」
の
対
応

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

定例市政法律相談
のお知らせ

毎月第一、第三金曜日開催

１２月６日（金）
１２月２０日（金）
１月１７日（金）

場所・時間は
いずれも福祉文化会館、

午後６：３０から
※専門の弁護士のアドバ
イスを受けながら種々相
談に応じます。必ず事前
にご予約下さい。
党議員団控室

６２１－８５３４
あるいは、党市会議員に

直接ご連絡を

元
市
民
会
館
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
た

建
物
で
、
解
体
工
事
が
行

わ
れ
る
中
で
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
対
策
は
し
っ
か
り
や
っ

て
い
る
の
か
と
９
月
議
会

で
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
「
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
対
策
に
つ
い
て
は
、

解
体
前
に
法
令
等
に
よ
る

適
切
な
手
順
、
対
策
を
図
っ

た
う
え
で
除
去
し
て
い
る
」

「
そ
の
こ
と
を
法
令
に
の
っ

と
り
入
口
ゲ
ー
ト
付
近
に

看
板
を
掲
示
し
、
市
民
へ

の
周
知
を
図
っ
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

「
ゲ
ー
ト
前
の
小
さ
な
看

板
で
は
市
民
へ
の
周
知
は

不
十
分
。
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
す
べ

き
」
と
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
答
弁
で
は

「
検
討
す
る
」
と
答
え
ま

し
た
が
、
質
問
の
数
日
後

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
「
元
市
民
会
館
解

体
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
の
完
了
に
つ
い
て
」

の
記
事
が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

し
た
。

元
市
民
会
館
解
体
工
事
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
対
策
に
つ
い
て
質
問

府
新
設
都
市
計
画
道
路
「
大
岩
線
」
の
切
土
法
面
で

地
す
べ
り
発
生
・
供
用
開
始
延
期
に

大
阪
北
部
地
震
の
影
響

を
受
け
閉
店
し
て
い
た
阪

急
オ
ア
シ
東
奈
良
店
は
、

耐
震
工
事
が
完
了
し
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。
阪
急

オ
ア
シ
ス
南
茨
木
店
は
、

11
月
29
日
（
金
）
か
ら
駅

西
側
で
仮
店
舗
で
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

ま
た
、
南
茨
木
駅
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
２

０
２
０
年
12
月
末
利
用
開

始
予
定
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

は
２
０
２
２
年
夏
頃
の
予

定
で
す
。
（
阪
急
電
鉄
等

の
お
知
ら
せ
よ
り
）

阪
急
南
茨
木
駅
の
阪
急
オ
ア
シ
ス
の
復
旧
、

南
茨
木
駅
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
の
設
置
に
つ
い
て

血
圧
計
で
後
輩
救
命
士

の
首
を
強
く
圧
迫
し
た
り

消
防
車
に
逆
さ
づ
り
に
し

た
と
し
て
加
害
者
の
３
救

命
士
を
懲
戒
処
分
に
し
た

消
防
白
川
分
署
の
い
じ
め

事
件
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

市
民
の
驚
き
と
怒
り
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

市
は
記
者
会
見
後
、
全

議
員
に
説
明
を
実
施
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
も
説

明
を
受
け

ま
し
た
が
、

「
日
中
で
の
い
じ
め
行
為

も
あ
り
、
分
署
長
が
気
付

か
な
か
っ
た
と
い
う
の
は

疑
問
」
「
教
職
員
の
い
じ

め
事
件
が
発
覚
し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
消
防
だ
け
に

と
ど
め
ず
全
分
野
で
の
徹

底
調
査
が
必
要
で
は
な
い

か
」
と
の
疑
問
・
意
見
に

対
し
て
、
市
は
「
分
署
は

２
チ
ー
ム
に
よ
る
完
全
入

替
制
に
よ
り
24
時
間
勤
務

体
制
を
取
っ
て
お
り
、
分

署
長
と
当
該
警
防
係
長
と

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
い

た
た
め
気
付
け
な
か
っ
た
」

「
再
発
防
止
策
と
し
て
全

消
防
職
員
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
全
消
防

職
員
を
対
象
に
研
修
を
実

施
、
通
報
制
度
の
周
知
徹

底
を
図
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

消
防
白
川
分
署
の
い
じ
め
事
件

徹
底
調
査
と
再
発
防
止
を

【
９
月
市
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
】

「
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
」
「
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向
け
た
制
度
設

計
と
運
用
を
求
め
る
意
見
書
」
（
共
に
全
会
一
致
で
可
決
）


